
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２号 平成 29 年４月 中野市教育委員会 

平成 29 年３月 23日（木）から 27 日（月）にかけ

て、小学校統合準備委員会の第２回目の専門部会が

開催されました。協議した内容や主な意見と考え方

は、以下とおりです。 

中野市豊田地域小学校統合準備委員会だより 

・・平成 33 年４月の開校目指して・・ 

期日：３月24日（金） 会場：豊田公民館 

○協議内容 

⑴前回会議での要望事項について（職員アンケート、耐震診断結果、老朽化調査等） 
 

○主なご意見等 

・グラウンドについて、中学校の部活や統合小学校の放課後の遊び場や児童クラブでの利用がうま

くできるのか。 

・校舎については、４７年も経っているのになぜ新築でないのか。中学校と別棟で両方新築できな

いのか。中学校が改築で小学校が新築なら可能か。 

・豊田中学校の入り口の坂が急なので小学生が冬場危なくないように緩やかにしてほしい。 

・統合準備案の配置図を見て小学校の児童会室が狭いように思うので普通の教室くらいはほしい。

もしどこかで1 学年でも多くなって教室が一つ増えた場合、余分な部屋が一つもない状態なので

その場合どうなるのか。 

◆総務部会◆ 

 

← 専門部会の様子 ↑ 

第２回統合準備委員会専門部会を開催しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：３月23日（木） 会場：豊田公民館 

○協議内容 

⑴第１回専門部会における質問事項に対する回答について 

⑵今後のスケジュール等について 

⑶協議事項の洗出しについて 
 

○主なご意見等 

・永田小では、児童数の減少により校外指導等の役員を保護者が複数回着任しないといけない

状況となっているため、組織の見直し等を行っている。 

・豊井小の場合、地区が複数あるため、地区によっては役員の選出が困難となっている。地区

を見直し広くすると役員の負担も増えてしまうなどのジレンマを抱えている。 

・統合をする時にＰＴＡが持っている財産のすり合わせがでてくるのではないか。 

・地域の皆さんは豊田地域に学校を残すことを強く望んでいる。小学校、中学校を別々に設け、中

学校は将来的に中野平や高社中に統合するが、小学校は残すとか、小中一貫校にすることでその

後の統合はなく学校が存続するなど、この地域に学校を残すという観点を大切に、調査研究を行

っていってもらいたい。 

 

 

期日：３月27日（月） 会場：豊田公民館 

○協議内容 

⑴部会の検討事項（案）について 

⑵スケジュール（案）について 
 

○主なご意見等 

・中学校への通学路について、冬期間は雪で転ばないよう融雪する必要がある。 

・除雪をして道をつくるのは、誰がやるのか、ボランティアか。 

・豊田中学校の入り口の急な坂道について、道路を改良する等、抜本的な対策をしないと何も変わ

らない。市で対策ができないか、もう一度検討してほしい。 

・中学生は部活があるため、小学生より朝早い時間帯のバスが必要になる。臨機応変に対応してほ

しい。 

・ふれあいバスとスクールバスは、コースと時間が合えば併用して使っていきたい。 

・バス通学について保護者によって考えが色々ある。保護者の意向をアンケート等で確認したい。 

◆通学・安全部会◆ 

◆地域・PTA部会◆ 


